
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

ＢＳＥ検査実施頭数／ＢＳＥ検査の対象死亡牛頭数

　事業開始から16年が経過しており、BSE検査に係る検査機器及び採材施設機材の作動不良などが頻発
している。機材の定期点検や部品交換を実施しているが、製造後年数が経ち、交換用部品の供給が乏し
い状況に陥っている。

　BSE検査に係る検査機器及び採材施設機材の修繕費用および修繕不能機材については更新が必要。

％

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

実績値

達成率

－

　BSE検査に係る検査機器及び採材施設機材の経年劣化による、適切な検査の継続実施。

６.成果があったこと（改善されたこと）

0852-22-5132

事務事業評価シート

目
的

（１）対象 畜産農家及び消費者

（２）意図 48ヵ月齢以上の死亡牛についてＢＳＥの検査を行い、安全安心な畜産物の供給を図る。

100.0

牛海綿状脳症（ＢＳＥ）清浄国維持及び食の安全安心を確保するため、48ヵ月齢以上の死亡牛に対して、ＢＳＥ対策特別措置法に基づくＢＳＥ検査を実施す
る。

評価実施年度： 平成３０年度

28年度 29年度

100.0 100.0

事務事業の名称 BSE検査体制確立事業

事務事業担当課長 畜産課長　原　正三 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅰ－２－１
売れる農林水産品・加工品づくり

年間のＢＳＥ検査対象死亡牛の検査実施率
目標値 100.0 100.0

30年度 31年度年度 27年度

平成29年度は48ヵ月齢以上の死亡牛計510頭のBSE検査を実施し、全て陰性を確認した。

うち一般財源（千円） 8,861 10,391

達成率

100.0

％

%

実績値

取組目標値

－

事　業　費（b）（千円） 11,932 13,803

　BSE清浄国という日本の国際的な評価を維持するためには、県における検査体制の安定的維持が必要であるため、採材施設および検査施設の機材の故障により滞る
ことがないよう計画的な修繕・更新を実施する。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
　適切な検査実施により、安全安心な畜産物の
供給を図ることができた。

－ － －

前年度実績 今年度計画
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